
令和２年度 事 業 報 告 

 

（事業概要） 

令和２年度の我が国経済は、新型コロナウィルス感染症の感染拡大に伴い緊急事態宣言

が発令されるなど感染対策に翻弄された１年となりました。 

感染症拡大の影響は大きく、公共関係の施設関係の閉館・時間調整、民間・個人宅の受

注減（剪定・草刈）及び新規入会者の減少など事業全体に大きな影響を与えました。 

本年度は５ヵ年計画の２年目であり、会員拡大と就業拡大をメインに活動を展開する計

画でしたが新型コロナウィルスの感染拡大の影響で活動が停滞してしまいました。 

新たな取り組みとして会員優遇制度（夫婦会員割引、会員紹介、就業先紹介）を導入し

て会員参加での活動を推進しています。この計画の本旨はこれから長期的に継続可能な経

営ができセンターの認知度と信頼を高めるための体質改善となるので今後も全力で取り

組んで参ります。 

財務や就業状況については受託事業収益においては新型コロナウィルスの感染拡大に

よる受注減が大きく影響し、契約金額は８８，８７７千円（前年比△５％）、会員数は

２１６名（前年比△３％）となりました。 

安全就業に関しては安全パトロール、石飛防止ネット対策等により昨年と同じ１件の

発生となりました。今後とも「安全は全てに優先する」を念頭に職員、会員の安全意識

の高揚を図り災害ゼロを目指します。 

令和２年度も指定管理にかかる会館の管理業務と併せ、付随するかんだ号運行管理業

務を受託し、会員に広く就業機会の提供を行いました。 

以下、令和２年度の事業実施内容を報告します。 

 

（受託事業実績） 

会員拡大事業では、会員１００万人達成計画を全国シルバー人材センターの目標に一役

を担うべく努力したが、２１６名となった。会員の平均年齢も上昇していることから今後、

会員の拡大が重要課題である。 

次に、収益の根幹をなす受託事業収益は当初目標に対して約９５％の（前年度比） 

８８，８７７，３４３円となった。公共及び民間事業所受注減が大きく影響している。 

労働者派遣事業の派遣手数料収益では、９８２，０２０円となった。 



 

受け取り補助金では、連合会交付金運営費５，３３９，０００円、サポート事業 

３，２０２，０００円及び町からの補助金運営費にかかるもの４，０７０，０００円、 

託児事業２，１０７，１４８円及びサポート事業２，６６６，０００円等、これらを主な

財源として公益事業を実施した。 

公益目的事業会計決算では、経常収益計１１３，００９，３３３円、 

経常費用計１１３，１２２，９２０円で、経常収支は△１１３，５８７円となり、決算額

当期一般正味財産増減額は△１１３，５８７円、公益目的事業会計及び法人会計の正味財

産期末残高は１８，４１９，６１１円となった。  

公益法人認定法に定める予算の収支相償の概念は公益目的事業について、収入が事業実

施に要する適正な費用を超えてはならないとされていることから概ね良好な執行となっ

ている。 

※ 収支相償  公益法人認定法が規定する公益法人が行なう公益目的事業について、収入

がその実施に要する適正な費用を超えてはならない。 

 

契約金額、就業率等の推移 

項   目 令和２年度目標 令和２年度実績 令和元年度実績 前年度比較 

会 員 数(人） ２４４ ２１６ ２２３ △７ 

受託事業収益(千円） 

＊派遣手数料を除く 
９９，１００ ８８，８７７ ９４，０９９ △５，２２２ 

就業延人員(人） １７，０００ １５，２３８ １６，３１９ △１，０８１ 

 

（事業実施状況） 

一 雇用によらない臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る就業機会の

確保・提供事業、社会参加のための支援 

１ 就業開拓提供等事業 

（１） 受託事業（一般） 

高齢者（会員）が就業をとおして生きがいの充実と自らの健康保持に資するとと

もに、活力ある地域づくりに寄与するため、高齢者にふさわしい地域に密着した仕事



を家庭、民間、官公庁から有償で引き受け、希望と能力に応じて仕事を会員に提供し

てきました。  

受注した仕事の配分については、内容を可能な限り高齢者に周知させ、その上で

高齢者の希望と能力等に応じて公平に就業の提供を行う。 

現行の福祉・家事援助サービス事業（さわやかサポート事業）の受注は減少傾向

であったが、「親孝行代行サービス」を見据えた事業運営に取り組んだ。 

① 令和２年度実績 

就業実人員 就業延人員 就業率 契約金額 

１９４人 １３，０２１人日 ８９．８％ ８０，２７３千円 

② 主な就業分野 

・官公庁、企業、一般家庭等の除草、剪定等 

・企業、事業所等における屋内外の軽作業 

・公共施設の管理業務 

・空き屋管理 

・福祉家事援助サービス事業、託児事業「あいあい」 

（２） 受託事業（業務委託） 

業務の受託事業では、令和２年４月１日より５年間、総合福祉会館の指定管理者

の指定を受けており、令和２年度も指定管理にかかる会館の管理業務と併せ、付随す

るかんだ号運行管理業務また子育て支援ひろばの受付業務を受託し、会員に広く就

業機会の提供を行った。 

① 令和２年度実績 

就業実人員 就業延人員 就業率 契約金額 

２１人 ２，２１７人日 ９．７％ ８，６０４千円 

② 主な就業分野 

     ・清掃管理業務、 

・当直業務、 

・受付業務 

・子育て支援ひろば受付業務 

・かんだ号運行管理業務 



二 雇用による臨時的かつ短期的な就業またはその他の軽易な業務に係る就業機会の確

保・提供事業（公益目的事業） 

１ 職業紹介事業 

雇用を希望する高齢者に臨時的かつ短期的またはその他の軽易な業務の範囲に

おいて就職を斡旋する事業で、職業安定機関と連携し、雇用情報等の収集、情報交

換を行うものであるが利用者は無かった。   

２ 労働者派遣事業 

地域社会における就業ニーズと高齢者が求める多様な就業により人手不足分野に

おける臨時的かつ短期的またはその他の軽易な業務の範囲において労働者派遣事

業を推進し高齢者の就業機会の拡充・提供に努めた。 

労働者派遣事業に係る業務については、連合会と「労働者派遣事業実施に関する

協定」に基づき随時事業相談を行い、幅広い就業分野の開拓に努めた。 

令和２年度は新たに２事業所と契約が交わされ、事務手数料７％の 

９８２，０２０円の労働者派遣事業業務受託収益を得た。  

 

① 令和２年度実績 

就業実人員 就業延人員 構成比率 派遣業務受託収益 

２７人 ３，４９６人日 １２．５％ ９８２千円 

 

② 主な就業分野 

・ 通所リハビリテーション送迎業務（車の運転） 

・ 患者送迎業務（車の運転） 

・ 荷捌き付帯業務（運輸関係） 

・ 食品等の配達業務補助 

・ ホテルの調理業務 

・ スーパーのレジ打ち業務 

・ 保育補助業務 

・ 食器洗浄業務 

三 高齢者の就業機会の確保や社会参加活動を発展・拡充するための普及啓発、情報提供・ 



研修・講習、相談、助言等 

１ 普及啓発事業 

（１） 広報活動  

・ シルバー事業の基本的理念・システムや事業内容を広く地域に周知を図る為、会員

の拡大また就業の拡大を目的とし、チラシ、啓発グッズの配布を行った。    

・ 町広報紙「広報かんだ」の活用や苅田商工会議所の発行する広報紙に会員の募集記

事また仕事の募集記事を掲載した。 

（２） 社会参加活動 

・ 会員互助会によるボランティア活動は啓発月間中に駅周辺のごみ拾いと総合福祉会

館の花植を行いシルバー事業の啓発を行った。 

（３） 地域交流活動 

・ 例年予定していた町の「子供フェスティバル」、「公民館まつり」は新型コロナウル

ス感染拡大防止の為に中止となった。 

２ 安全・適正就業推進事業 

安全就業に関しては安全パトロール、石飛防止ネット対策等によりシルバー保険に

係る傷害保険適用事故は０件、賠償保険適用１件（昨年度１件）の発生となった。今

後とも「安全は全てに優先する」を念頭に職員、会員の安全意識の高揚を図り災害ゼ

ロを目指す。 

３ 相談事業     

地域の高齢者の就業相談では、町の広報紙に掲載し呼びかけ、入会説明会を月 1回

実施してきた。その中で、「このような仕事で会員を募集しています。」と言った募集

方法には多くの応募があったことから、今後広報紙への掲載方法を検討することにし

た。 

４ 研修・講習会 

・ 派遣元責任者講習（1名）安全運転管理者講習（１名）を受講 

・ 派遣元１年訓練の実施（９名） 

・ 各職群でより良いサービスの提供また、安心して施設を利用していただくために各

職群でミーティングを実施した。 

・ 指定管理にかかる福祉会館の管理業務に携わる会員を対象に消火訓練及び避難訓

練を実施した。 



・ 託児事業及び子ども広場事業での就業会員を中心に、安全に利用できるように不審

者対策や災害から身を守る訓練等を逐次行なってきた。託児事業また子ども広場 受

付会員を対象とした感染症対策の予防のための講習会を実施した。 

・ 外部講師を招きセカンドライフの過ごし方「わくわくシニア講座」を実施した。 

・ 福岡県シルバー人材センター連合会主催による「剪定・チェーンソー」を実施した。 

 


